
第39回土木計画学研究発表会（春大会） 詳細プログラム２【6月14日(日)】

第2日目：6月14日(日) 時間帯1  （8:30～10:00）

第1会場（K309） 第2会場（K302） 第3会場（K303） 第4会場（K407） 第5会場（K401） 第6会場（K402） 第7会場（K507） 第8会場（K501）
セッション名 現代的社会経済問題と長期のイ

ンフラ政策(1)
ベイズ統計 （SS5）2016年東京オリンピックを

契機とした道路都市再生施策の
実現に向けて

地方自治体の行政経営技術 旅行時間信頼性と利用者行動 （SS9）本気で考える国際交通と
シームレスアジア

自転車等の利用促進と安全教
育

地域のモビリティ確保に向けた
総合的な施策推進支援のあり方
(1)

オーガナイザー・
司会者

上田 孝行（東京大学） 古谷 知之（慶應義塾大学） 浜田 誠也（道路新産業開発機
構）

秀島 栄三（名古屋工業大学） 倉内 文孝（岐阜大学） 柴崎 隆一（国土技術政策総合
研究所）

大脇 鉄也（国土技術総合研究
所）

川西 寛（国土交通省）

論文名 (217)確率的動学マクロ経済アプ
ローチによる交通基盤政策分析

(238)Limited Dependent
Variablesを含む連立方程式モデ
ル系のベイズ推定

(276)維持管理を目的とした生活
道路の分類手法に関する研究

(303)道路利用者行動からの時
間信頼性評価のレビュー

(355)自転車利用時の活動に着
目したアクティビティモデルの構
築

(381)地域モビリティを確保する
上での課題と対応策について～
活力ある地域社会の形成と生活
の質的向上のための手段として
～

発表者 横松 宗太 岡田 直也 村田 博美 高御堂 順也 藤井 敬士 五十川　泰史
所属 京都大学 京都大学大学院 鳥取大学大学院 金沢大学 東京大学大学院 国土交通省
連名者１ 上田 孝行 菊池 輝 谷本 圭志 中山 晶一朗 羽藤 英二 川西 寛
連名者２ 北口 喜教 灘  英樹 田村 亨
連名者３ 北村 隆一 喜多 秀行
連名者４ 寺部 慎太郎
論文名 (218)流域治水計画における上

下流の関係を考慮した堤防整備
の優先順位決定方法

(239)ベイズ推定法を用いた離散
選択モデル推定の特性に関する
研究

(277)リアルオプションを考慮した
公設民営の新たな制度設計

(304)ETCデータを用いた所要時
間信頼性に基づく新規高速道路
供用効果分析

(356)気象等が自転車交通需要
に与える影響に関する研究

(382)わが国における総合交通
計画策定の現状分析

発表者 高木 朗義 河本 直志 佐藤 順一 太田 修平 元田 良孝 樋口 恵一
所属 岐阜大学 東京工業大学 朝日スチール工業 京都大学大学院 岩手県立大学 日本大学大学院
連名者１ 森  寛典 新司 哲也 土井 健司 山崎 浩気 宇佐美 誠史 藤井 敬宏
連名者２ 室町 泰徳 豊嶋 以長 宇野 伸宏 千葉 丈嗣
連名者３ 塩見 康博
連名者４
論文名 (219)均衡制約付最適化としてみ

た公共サービス拠点の配置問題
(240)離散－連続モデルを用いた
世帯の自動車複数保有・利用構
造の分析

(278)中心市街地における低・未
利用地の有効利活用支援策の
政策評価手法　－日本型TIF制
度導入のためのFS－

(305)道路ネットワークにおける
所要時間の平均と分散を考慮し
た最適経路決定手法に関する
研究

(357)自転車交通安全テスト結果
からみた自転車交通安全意識に
関する一考察

(383)様々な運行主体の重層的
活用による地域公共交通計画

発表者 浜野 旭 小林 迪子 江川 太一 有馬 和輝 宮崎 耕輔 谷本 圭志
所属 東京大学 東京工業大学大学院 熊本大学大学院 京都大学大学院 高松工業高等専門学校 鳥取大学大学院
連名者１ 上田 孝行 福田 大輔 溝上 章志 安東 直紀 三国 千秋 木下 順久
連名者２ 石倉 智樹 兵藤 哲朗 藤見 俊夫 谷口 栄一 三国 成子 浅田 雅史
連名者３ 田中 倫英 山田 忠史
連名者４
論文名 (220)人口減尐地域におけるイン

フラの維持管理・更新の妥当性
に関する一考察

(241)歩行者プローブデータ多面
的活用のためのデータクリーニ
ング手法に関する研究

(279)多主体参加による地域課
題解決のためのコンフリクト分析
手法の開発

(306)旅行時間信頼性評価のた
めの首都高速道路利用者の行
動実態について

(358)合意形成を果たす全市的
な自転車走行空間ネットワーク
計画づくりの手法－堺市を事例
に－

(384)完全交通空白地帯におけ
る交通施策の課題と展望
苫小牧工業地域における通勤
送迎バス実証運行を事例として

発表者 佐藤 徹治 薄井 智貴 榊原 弘之 梶原 一夫 上田 嘉通 伊地知 恭右
所属 千葉工業大学 名古屋大学大学院 山口大学 首都高速道路(株) 日建設計シビル （社）北海道開発技術センター
連名者１ 三輪 富生 山崎 慎也 菊地 春海 大森 高樹 大井 元揮
連名者２ 山本 俊行 倉内 文孝 澤田 基弘 原  文宏
連名者３ 森川 高行 山下 浩行 福田 昇
連名者４
論文名 (221)交通インフラ整備の都市構

造及び持続可能性へ与える影
響分析

(242)Application of Bayesian
Network in Transportation
Engineering for Safety

(280)総合的なまちづくりを支援
する政策評価手法に関する研究

(307)空港アクセス道路の定時性
評価のケーススタディ

(359)北海道大学構内における
24時間セルフサービス型自転車
共有システム運用の実現可能性
に関する研究

(385)中山間地域の交通実態把
握に関する基礎的研究

発表者 山崎 清 Hossain,　Moinul 高柳 百合子 上坂 克巳 皆川 洸太 森尾 淳
所属 (株)価値総合研究所 Tokyo Institute of Technology 国土技術政策総合研究所 国土技術政策総合研究所 北海道大学大学院 (財)計量計画研究所
連名者１ 上田 孝行 Muromachi, Yasunori 西野 仁 橋本 浩良 崎谷 唯比古
連名者２ 岩上 一騎 吉岡 伸也 加藤 亮
連名者３ 中西 雅一 萩原 亨
連名者４ 加賀屋 誠一
論文名 (243)Bayes法による仮想災害時

の住宅再建行動モデルの推定と
その課題

(281)地方自治体が行う市民満
足度調査の政策立案上の不整
合と限界に関する考察

(308)鉄道利用者の損失時間縮
減に対する支払意志額の推定

(360)自動二輪車駐車場の利用
促進に関する研究

(386)複数目的を有する高齢者
の交通所要時間に応じた外出行
動に関する研究

発表者 佐藤　慶一 山岡 泰幸 藤生 慎 香野 雅之 大枝 良直
所属 東京大学 名古屋工業大学大学院 東京大学大学院 （財）駐車場整備推進機構 九州大学
連名者１ 秀島 栄三 高田 和幸 山向薫 植村 俊史
連名者２ 小島宏 時  彩未
連名者３ 角  知憲
連名者４
論文名 (309)所要時間信頼性の向上に

伴う高速道路利用時刻変化の
実証分析

(361)東单アジアにおける自転車
タクシーの今日的役割に関する
研究

(387)サービス改善効果指標モ
デルによるコミュニティバスの利
用意識分析

発表者 足立 智之 元岡 宙樹 鈴木 聡士
所属 西日本高速道路(株) 東京工業大学 北海学園大学
連名者１ 藤川 謙 屋井 鉄雄 大井 元揮
連名者２ 朝倉 康夫
連名者３
連名者４

1. 「２０１６年東京オリンピックを
契機とした道路都市再生施策の
実現に向けて」の趣旨説明
浜田誠也（(財)道路新産業開発
機構）

2. ひと・まち・環境にやさしい都
市型公共交通システムの提案
宗広裕司（(株)長大）

3. 交通結節点とまちのつながり
を強めるターミナル拠点整備の
提案
小脇立二（パシフィックコンサル
タンツ(株)）

4. 楽しく・安全・快適に"歩きたく
なる"歩行・自転車空間の提案
畔柳耕一（八千代エンジニアリン
グ(株)）

5. 地域主導のまちづくりを支援
する「総合道路デザイン制度」の
提案
吉田勲（(株)建設技術研究所）

6. 魅力ある国づくりに向けて
江藤和昭（(株)オリエンタルコン
サルタンツ）

1. 「シームレスアジア時代の土
木計画学への期待」
吉田 恒昭（東京大学）

2. 「東单アジアにおける物流の
実態と企業のニーズ～アセアン
物流ネットワークマップ作成の現
場から～」
吉本 隆一（日本ロジスティクスシ
ステム協会）

3. 「東单アジアにおけるインフラ
プロジェクトの評価と課題」
加藤 二朗（三菱総合研究所）

4. 「政策シミュレーションモデル
構築の立場から見たデータ整備
の必要性」
柴崎 隆一（国土技術政策総合
研究所）

5. 「シームレスアジア行政を担当
する立場から学会に期待するこ
と」
八鍬 隆（国土交通省）

ディスカッション
進行役　家田 仁（東京大学）

（※所属は原則申込時点（3月19日）のもの）
（※ポスター掲示セッションについては，別頁の「ポスター掲示セッションの概要」をご確認ください）



第2日目：6月14日(日) 時間帯2  （10:10～11:40）

第1会場（K309） 第2会場（K302） 第3会場（K303） 第4会場（K407） 第5会場（K401） 第6会場（K402） 第7会場（K507） 第8会場（K501）
セッション名 現代的社会経済問題と長期のイ

ンフラ政策(2)
データオリエンティッド行動分析
の可能性

子育てバリアフリー 沈黙の交通計画論 旅行時間信頼性評価の視点 国際物流・港湾の政策分析と今
日的課題

自転車の挙動・走行特性 地域のモビリティ確保に向けた
総合的な施策推進支援のあり方
(2)

オーガナイザー・
司会者

小林 潔司（京都大学） 山本 俊行（名古屋大学） 谷口 綾子(筑波大学)
大森 宣暁(東京大学)

久保田 尚（埼玉大学）
藤井 聡（京都大学）

中山 晶一朗（金沢大学） 石黒 一彦（神戸大学）
柴崎 隆一（国土技術政策総合
研究所）

吉田 長裕（大阪市立大学） 川西 寛（国土交通省）

論文名 (222)「国土学」から見たネット
ワーク・マネジメントの展開

(244)可視化技術をもちいた交通
系ICカードデータの分析

(259)子育て時の外出環境の歴
史的変遷に関する一考察

(282)社会科学分野におけるサイ
レント層研究の現在と交通計画
への適用

(310)都市間高速道路の旅行時
間の変動と管理者・利用者から
みた旅行時間信頼性指標との関
係

(331)不定期船・専用船主要貨物
ごとの最近の新造船仕様の傾向

(362)自転車事故低減にむけた
回避行動に関する基礎的研究

(388)都市郊外部における代替
交通としてのDRT導入時の課題

発表者 大石 久和 日下部 貴彦 柳田  穣 小嶋 文 松本 幸正 蛯原 公一郎 内海 辰哉 日野 智
所属 (財)国土技術研究センター 神戸大学 筑波大学大学院 埼玉大学大学院 名城大学 (株)商船三井 慶應義塾大学大学院 秋田大学
連名者１ 湧川 勝己 中島 良樹 谷口 綾子 久保田 尚 若林 拓史 松本 修一 加藤 恒志
連名者２ 森田 康夫 朝倉 康夫 鈴木 温 川嶋 弘尚 木村 一裕
連名者３ 鈴木 忠英 田口 秀男
連名者４
論文名 (223)インフラ管理技術のマクロ

経済的役割
(245)渋滞情報データからの知識
発見

(260)時間利用の視点からみた
子育てが女性の社会進出に与
える長期的な影響の分析

(283)我が国のパーソントリップ
調査の無回答状況とその要因に
関する考察

(311)都市高速道路を対象とした
旅行時間信頼性による新たな評
価手法の研究

(332)廃棄物リサイクル財市場に
おける動的価格均衡と問屋の在
庫行動

(363)交差点における自転車の
危険事象発生状況と滞留位置
決定要因の分析

(389)路線バス事業の可視化に
関する実践的研究

発表者 石倉 智樹 木村 洋平 XU  LiLi 高橋 勝美 割田 博 大窪 和明 蓑島 治 谷島 賢
所属 東京大学 室蘭工業大学 広島大学大学院 (財)計量計画研究所 首都高速道路(株) 東北大学大学院 国土技術政策総合研究所 埼玉大学大学院
連名者１ 郎  ゼイイ 張  峻屹 平見 憲司 宗像 恵子 稲村 肇 金子 正洋 坂本 邦宏
連名者２ 有村 幹治 森尾 淳 船岡 直樹 松本 幸司 舩戸 諒子
連名者３ 長谷川 裕修 西野 仁 坪田 隆宏 武田 圭介 久保田 尚
連名者４ 田村 亨
論文名 (224)風景計画と連携して活動し

ているまちづくり組織について-
滋賀県近江八幡市を事例として
-

(246)道路の区間所要時間デー
タからの区間内走行特性と休憩
施設の利用特性の導出

(261)密集市街地における子ども
の街路空間の「好き嫌い」意識

(284)自己申告型調査手法の適
用可能性と課題

(312)トリップスケジューリングモ
デルに基づく所要時間信頼性の
経済評価

(333)国際経済シナリオに基づく
将来貿易額の推計　～応用一般
均衡モデル（GTAPモデル）を用
いた予測～

(364)自転車道設置に関する社
会実験における自転車走行挙
動比較分析

(390)地方自治体における地域
モビリティの確保に向けた取組
の動向

発表者 片岡 由香 佐々木 邦明 寺内 義典 土屋 善之 福田 大輔 小野寺 仁 山田 武志 花田 浩一
所属 京都大学 山梨大学 国士舘大学 広島大学大学院 東京工業大学大学院 パシフィックコンサルタンツ(株) (株)ベクトル総研 (株)エックス都市研究所
連名者１ 西本 慎太郎 土屋 香織 張 峻屹 松本 治之 柴崎 隆一 大森 高樹 麻生 智嗣
連名者２ 出村 嘉史 藤原 章正 市村 強 荒木 大志 印单 潤二 古賀 崇史
連名者３ 川崎 雅史
連名者４
論文名 (225)価値観形成を内生化した長

期多部門財政政策分析
(247)個人の行動パターンのシー
ケンシャルマイニング

(262)インターネットでの子育てバ
リアフリー情報の提供　～イン
ターネット地図型掲示板カキコ
まっぷを事例に～

(285)個人の大衆性と弁証法的
議論の失敗に関する実証的研
究

(313)高速道路における救急車
専用退出路の設置効果に関す
る研究

(334)我が国港湾におけるトラン
シップコンテナ流動の推計

(365)画像データによる亀戸自転
車道の利用実態の分析

(391)交流圏に着目した地域のア
クセシビリティ評価

発表者 久世 菜々子 武智 環 真鍋 陸太郎 小松佳弘 高山 純一 赤倉 康寛 宮原 ゆい 橋本 浩良
所属 東京大学 愛媛大学 東京大学大学院 東日本旅客鉄道(株) 金沢大学 国土技術政策総合研究所 東京海洋大学 国土技術政策総合研究所
連名者１ 上田 孝行 羽藤 英二 羽鳥　剛史 中山 晶一朗 二田 義規 兵藤 哲朗 大脇 鉄也
連名者２ 石倉 智樹 藤井　聡 鈴木 敬仁 渡部 富博 上坂 克巳
連名者３ 福田 正輝
連名者４
論文名 (226)都市縮退の効果分析方法

に関する基礎的研究
(248)交通行動実験における被
験者の意思決定分析

(263)子育て中の母親の外出活
動とバリア

(286)死者の民主主義：「庶民の
沈黙」を前提とした政治学

(314)首都高速道路における所
要時間信頼性指標を用いたネッ
トワーク全体の評価手法の検討

(335)四国港湾を対象とした簡易
型国際コンテナ流動予測モデル
の構築と四国港湾の利用促進
に向けた施策の検討

(366)パーソナルスペースを用い
た自転車・歩行者混合交通に関
する研究

(392)生活機能面からみたモビリ
ティ評価の方法

発表者 川除 隆広 山本 貴之 大森 宣暁 藤井　聡 宗像 恵子 福元 正武 新谷 栄朗 新田 保次
所属 日建設計総合研究所 京都大学 東京大学大学院 京都大学 首都高速道路(株) 国土交通省 九州大学大学院 大阪大学
連名者１ 大久保 岳史 菊池 輝 谷口 綾子 割田 博 小椋 卓実 杉谷 亮太
連名者２ 上田 孝行 Petr Senk 真鍋 陸太郎 山下 浩行 大枝 良直
連名者３ 北村 隆一 寺内 義典 角  知憲
連名者４
論文名 (249)全国PTデータと社会生活

基本調査データを用いた世帯の
共有時間の分析

(315)車線数と交通量が所要時
間に及ぼす影響に関する実証的
研究

(336)航路の変更を考慮した災害
時国際海上貨物輸送に関する
一考察

(367)坂道と発進時における高齢
者の自転車走行特性

(393)過疎地域における公共交
通計画へのパターナリズムの適
用と評価

発表者 山本 俊行 吉岡 伸也 安福 皓介 亀谷 友紀 岸  邦宏
所属 名古屋大学 国土技術政策総合研究所 神戸大学 徳島大学大学院 北海道大学大学院
連名者１ 三輪 大地 橋本 浩良 竹林 幹雄 山中 英生
連名者２ 森川 高行 上坂 克巳 柿原 健佑
連名者３ 横田 周典
連名者４
論文名 (316)ASSESSING IMPACTS OF

HARD SHOULDER
UTILIZATION ON TRAVEL TIME
RELIABILITY AND SAFETY

(337)船社の寄港地選択行動分
析に基づく北極海航路実現可能
性検討

(368)プローブバイシクルを用い
た日仏中の自転車走行空間の
特性比較

発表者 Mehran Babak 石黒 一彦 横田 周典
所属 東京大学 神戸大学 神戸大学
連名者１ 中村 英樹 山中 英生
連名者２ 柿原 健佑
連名者３ 亀谷 友紀
連名者４



第2日目：6月14日(日) 時間帯3  （12:40～14:10）
第1会場（K309） 第2会場（K302） 第3会場（K303） 第4会場（K407） 第5会場（K401） 第6会場（K402） 第7会場（K507） 第8会場（K501）

セッション名 地域間の公平性の視点からみ
たインフラ投資

（SS4）バリアフリー新法下にお
ける移動円滑化基本構想の策
定の現状と推進の課題

安心安全かつ快適な都市を創
造する都市物流システム

人口減尐の社会資本への影響 旅行時間信頼性向上の価値 これからの航空・空港政策と研
究課題

自転車のための空間整備とその
効果

社会資本整備とモビリティ・幸福
感・公平感の関連性

オーガナイザー・
司会者

小池 淳司（鳥取大学）
佐藤 啓輔（復建調査設計）
門間 俊幸（国総研）
藤井 聡（京都大学）

山田 稔(茨城大学) 谷口 栄一（京都大学） 北詰 恵一（関西大学）
植村 哲士（LSE/野村総合研究
所）

宇野 伸宏（京都大学） 平田 輝満（運輸政策研究機構） 金  利昭（茨城大学） 福田 大輔（東京工業大学）
佐々木 邦明（山梨大学）

論文名 (227)社会資本整備の地域間格
差についての分配的公正心理に
関する研究

(264)進化ゲーム理論による所要
時間変動および交通障害を考慮
した経路選択モデルに関する研
究

(287)骨粗鬆症化する都市郊外
の現状と社会資本－リバース・
スプロールと国土の質管理－

(317)諸外国における道路の所
要時間信頼性向上に関する評
価手法のレビュー

(338)クアラルンプール国際空港
のローコストキャリア専用ターミ
ナルにおける旅客満足度調査

(369)構造的に区画された自転
車用通行路における交通の実
態―改正道路交通法に関連して
―

(394)将来モビリティニーズ分析
のための生活時空間シミュレー
タの開発

発表者 中村 卓雄 内山 直浩 谷口 守 牧  浩太郎 大井 輝夫 小柳 純也 則竹 茂年
所属 東京工業大学大学院 京都大学大学院 筑波大学大学院 (株)三菱総合研究所 パシフィックコンサルタンツ(株) 都市再生機構 豊田中央研究所
連名者１ 門間 俊幸 谷口 栄一 氏原 岳人 土谷 和之 花岡 伸也 斉藤 祐紀 大森 良太
連名者２ 小池 淳司 内田 元喜 伊藤 智彦 稲村 肇 小早川 悟
連名者３ 藤井 聡 由利 昌平 木戸 伴雄
連名者４ 高田 邦道
論文名 (228)帰着便益に着目した高速

道路ネットワーク形成に関する
分析-中国地方の事例から-

(265)貨物車の経路選択に与え
る要因

(288)人口減尐に伴う社会資本
の必要性の変化に関する調査
報告

(318)首都高速道路における所
要時間信頼性向上便益の試算

(339)インバウンド政策と関連す
る航空政策の展開過程に関する
国際比較分析

(370)自転車通行環境整備に向
けた製品開発での考察

(395)環境意識と鉄道利用行動と
の関連性分析

発表者 門間 俊幸 関谷 浩孝 大橋 幸子 坪田 隆宏 栗原 剛 井上 仁 金　賢
所属 国土技術政策総合研究所 国土技術政策総合研究所 国土技術政策総合研究所 パシフィックコンサルタンツ(株) 筑波大学大学院 積水樹脂 韓国交通研究院
連名者１ 佐藤 啓輔 小林 正憲 門間 俊幸 菊地 春海 岡本 直久 宋　娟貞
連名者２ 小池 淳司 单部 浩之 梶原 一夫
連名者３ 藤井 聡 上坂 克巳 坂爪 誠
連名者４ 倉内 文孝
論文名 (229)地方部における道路投資

の社会的メリット・デメリット
(266)中心市街地における違法
放置自動車の民間取締り導入に
よる荷さばき駐車動向の変化に
関する研究

(289)ソーシャル・キャピタルを活
用した起業的地域形成に関する
一考察

(319)パーセンタイル値を旅行時
間信頼性指標とした均衡配分モ
デル及びその金沢市道路ネット
ワークへの適用

(340)外国航空会社の国内運航
の現状と今後の可能性に関する
研究

(371)中心市街地幹線道路にお
ける自転車走行速度に着目した
走行特性の一考察

(396)プリズム制約を考慮した活
動選択肢数と生活満足度に基づ
く交通機関の評価の可能性

発表者 小池 淳司 清水 真人 村井 祐太 今村 悠太 小林 祐樹 新留 卓 西山　明博
所属 鳥取大学 日本能率協会総合研究所 室蘭工業大学大学院 金沢大学大学院 大成建設(株) 広島大学大学院 山梨大学
連名者１ 門間 俊幸 兵藤 哲朗 田村 優太 中山 晶一朗 日比野 直彦 吉村 充功 佐々木　邦明
連名者２ 藤井 聡 奥村 繁樹 田村 亨 長尾 一輝 森地 茂 亀野 辰三
連名者３ 東  幸生 高山 純一
連名者４ 高橋 淳一
論文名 (230)道路ネットワーク整備が地

域の産業構造へ与える空間的
影響の把握～SCGEモデル
「RAEM-Light」を用いたアプロー

(267)貨物車の待機駐車に関す
る基礎的研究

(290)市民から見た人口減尐が
社会資本管理に与える影響

(320)旅行時間信頼性指標の推
定手法に関する研究

(341)羽田空港における航空遅
延に関する研究

(372)市道３９２号線（かえで通り)
における自転車道設計上の課
題と対応

(397)DRM による公共交通利用
時の気持ちに影響する要因の因
果構造分析

発表者 佐藤 啓輔 小早川 悟 松岡 未季 伊藤 秀昭 坂下 文規 佐々木 正義 宇野 元浩
所属 復建調査設計(株) 日本大学 野村総合研究所 （社）システム科学研究所 政策研究大学院大学／社会シ

ステム(株)
日建設計シビル 広島大学大学院

連名者１ 小池 淳司 對木 揚 植村 哲士 倉内 文孝 森地 茂 大森 高樹 張 峻屹
連名者２ 川本 信秀 高田 邦道 宇都 正哲 宇野 伸宏 日比野 直彦 藤原 章正
連名者３ 山向 薫 Susana Mourato 永田 順宏
連名者４ 清水 真人 田中 哲也
論文名 (231)土木計画における公平論と

効率論の再考
(268)国際海上コンテナの国内自
動車輸送における交差点通行
上の制約と迂回損失に関する分
析

(291)人口減尐社会における社
会資本管理上発生する影響とそ
の要因

(321)所要時間信頼性に関する
指標の提案と適用事例

(342)航空管制に関する研究レ
ビューと今後の研究課題

(373)岡山市表町商店街におけ
る歩行者・自転車の共存をめざ
した社会実験

(398)キューバにおける幸福感と
社会的ネットワークに関する考
察

発表者 上田 孝行 杉山 信太郎 植村 哲士 石田 貴志 清水 吾妻介 阿部 宏史 樋口 智幸
所属 東京大学大学院 セントラルコンサルタント(株) LSE/野村総合研究所 (株)道路計画 東京工業大学大学院 岡山大学大学院 東京大学
連名者１ 柴崎 隆一 宇都正哲 梶原 一夫 屋井 鉄雄 新谷 雅之 羽藤 英二
連名者２ 渡部 富博 Susana Mourato 中本 浩志 平田 輝満 兵頭 良一
連名者３ 藤原 健一郎 浅見 泰司 野中 康弘 田中 聡
連名者４ 五十嵐一智 北詰 恵一 北澗 弘康
論文名 (322)所要時間信頼性指標を用

いたサービス水準評価手法の検
討

(343)航空交通流管理の現状と
空港容量に関する一考察

(410)岡山市内国道53号におけ
る自転車道利用促進のための
施策と効果

発表者 岩里泰幸 平田 輝満 寺崎 健雄
所属 阪神高速道路(株) （財）運輸政策研究機構 オリエンタルコンサルタンツ
連名者１ 石橋 照久 阿部 宏史
連名者２ 中山 栄作 元山 一也
連名者３ 朝倉 康夫 田中 淳
連名者４ 田名部 淳 松原 淳
論文名 (374)自転車走行環境整備の社

会実験実施と住民合意形成を踏
まえた整備報告

発表者 大森 高樹
所属 日建設計シビル
連名者１ 佐々木 正義
連名者２
連名者３
連名者４

1. セッションの狙いと法制度のス
パイラルアップ
山田 稔(茨城大学)

2. 市民・当事者参加の課題と方
向性について
鈴木 義康(日建設計総合研究
所)

3. 新法制定前後の基本構想策
定事例 ― 歴史的観光地が含ま
れる地区の事例から
石塚 裕子(大阪大学大学院)

4.  新法制定後の基本構想策定
事例 ― 中部の事例から
磯部 友彦(中部大学)

5. 新法制定後の基本構想策定
事例 ― 関東の事例から
山田 稔(茨城大学)

6. 基本構想の課題
秋山 哲男(首都大学東京)

7. 新法における特定道路の考え
方と指定について
林隆史(国土技術研究センター)

8. 既存建築物の改善に向けた
整備改善プロセス
北川博巳(兵庫県立福祉のまち
づくり研究所)

9. 交通バリアフリー整備の課題
と新法への期待
新田保次(大阪大学大学院)



第2日目：6月14日(日) 時間帯4  （14:20～15:50）

第1会場（K309） 第2会場（K302） 第3会場（K303） 第4会場（K407） 第5会場（K401） 第6会場（K402） 第7会場（K507） 第8会場（K501）
セッション名 交通市場におけるコーディネー

ション政策
高齢社会における地域福祉交
通計画づくりの実践

避難行動 「交通まちづくり」に資する「モビ
リティ・マネジメント」
  （※ポスター掲示セッション，
   時間帯5と連続で実施）
 [A]：責任在籍時間（15:20-16:10）
 [B]：責任在籍時間（16:10-17:00）

途上国における土木計画・開発
プロジェクト

都市間旅客交通需要変動の調
査と分析

自転車走行空間・サービスレベ
ル評価

交差点・ラウンドアバウトの安全
と円滑(1)

オーガナイザー・
司会者

宇野 伸宏（京都大学）
松島 格也（京都大学）

北川 博巳（兵庫県立福祉のまち
づくり研究所）

畑山 満則（京都大学） 藤井 聡（京都大学） 加藤 浩徳（東京大学） 奥村 誠（東北大学） 山中 英生（徳島大学） 浜岡 秀勝（秋田大学）
鈴木 弘司（名古屋工業大学）

論文名 (232)室内実験による所要時間
分布情報提供時の経路選択行
動分析

(250)地域交通における行政と住
民組織の協調的分担関係

(269)津波襲来時における漁民
の避難対応に関する研究

(292)京都市総合交通戦略にお
けるモビリティ・マネジメント行動
計画策定の取組[A]

(323)世界85ヶ国の運輸部門に
おけるエネルギー消費とCO2排
出の効率性分析

(344)国内航空旅客輸送市場分
析とデータ：現状と課題

(375)オールユーザーのための
道路活用の選択肢「道路ダイ
エット」

(399)多車線交差点における信
号切替り時の交通実態分析

発表者 田中 光久 猪井 博登 村澤 直樹 宮崎 秀夫 藤原 章正 竹林 幹雄 土井 健司 大口 敬
所属 京都大学 大阪大学大学院 群馬大学大学院 京都市 広島大学 神戸大学 香川大学 首都大学東京
連名者１ 宇野 伸宏 谷内 久美子 片田 敏孝 永田 盛士 Ahmed Asif 豊嶋 以長 佐々木 俊輔
連名者２ 塩見 康博 高柳 省一 宮川 愛由 張  峻屹 松田 和香 小根山 裕之
連名者３ 安  隆浩 岩佐 雅教 東  徹 上原 達一 鹿田 成則
連名者４ 松下 圭吾 藤井 聡 小倉孝志
論文名 (233)ＥＴＣ会員カードシステムを

活用したＥＴＣ普及促進への取り
組みの現状と展望

(251)住民の移動機会保障を目
的とした公共交通・STS計画の
一体的立案に関する基礎的考

(270)避難誘導のための標識デ
ザインに関する考察

(293)京都市におけるまちなかの
賑わいに資するモビリティ・マネ
ジメントの試み[B]

(324)発展途上国の開発援助に
おけるジェンダーへの配慮と定
量的評価

(345)幹線旅客純流動データを用
いた高速バス旅客流動の時系
列分析

(376)自転車の快適さマップに係
る評価手法の検討

(400)信号交差点における幾何
構造と進入条件を考慮した右折
走行軌跡のモデル化

発表者 浅尾 啓明 福本 雅之 及川 康 宮川 愛由 西川 秀次郎 下原 祥平 落合 成泰 鈴木 一史
所属 (株)社会システム総合研究所 名古屋大学大学院 群馬大学大学院 (社)システム科学研究所 長崎大学大学院 日本大学 国際航業(株) 名古屋大学大学院
連名者１ 西田 純二 中村 裕紀 片田 敏孝 木村 裕 坂本 麻衣子 金子 雄一郎 山崎 晴彦 中村 英樹
連名者２ 藤原 要二 加藤 博和 田中 均 田中 貴之 島崎 敏一 花村 嗣信 石黒 公規
連名者３ 角藤 善喜 金  在俊 藤井 聡 児玉 滋彦
連名者４ 吉田 龍一 孫  卓 谷村 信一
論文名 (234)交通コミュニティカードの経

済便益評価
(252)高齢者の移動確保に必要
な地域交通計画とその手法

(271)土砂災害の避難行動誘発
のための説得的コミュニケーショ
ン・プログラムの開発と効果検証

(294)阪神都市圏におけるバス
乗り継ぎ情報の提供とＷＥＢを
用いたＭＭ／ＴＦＰによる公共交
通利用促進の取り組み[A]

(325)内陸開発途上国の港湾ア
クセスにおけるリスク要因の抽
出

(346)幹線旅客純流動調査を活
用した長期的・空間的な都市間
旅客需要の変化の分析

(377)シミュレーションを活用した
歩行者自転車混合交通の分離
必要度の評価

(401)車両挙動変化による交通
事故対策評価の適用可能性に
関する検討

発表者 丁  悦 竹内 龍介 谷口 綾子 市岡 隆 川崎 智也 塚井 誠人 大脇 鉄也 松本 幸司
所属 京都大学 八千代エンジニアリング(株) 筑波大学 (株)社会システム総合研究所 東京工業大学 広島大学 国土技術政策総合研究所 国土技術政策総合研究所
連名者１ 小林 潔司 山田 稔 藤井 聡 土井 勉 花岡 伸也 奥村 誠 諸田 恵士 金子 正洋
連名者２ 戸谷 奈穂子 小山内 信智 小单 誠 上坂 克巳 橋本 裕樹
連名者３ 小嶋 伸一 山内 有紀
連名者４ 伊藤 英之 西田純二
論文名 (235)通時的差別化料金制度に

関する一考察
(253)セダン型タクシーを活用し
た地域公共交通の有効性－愛
知県江单市いこまいＣＡＲを事例
にー

(272)リスクコミュニケーションの
ためのコミュニティ防災支援シス
テムの開発

(295)地方都市におけるモビリ
ティ・マネジメントの実践的研究
[B]

(326)自発的な水環境改善行動
誘発のための住民の意識構造
分析

(347)季節変動を考慮した月別全
国幹線旅客純流動データの推計

(378)自転車道及び自転車レー
ンの適用範囲に関する一考察

(402)駅連絡口交差点における
歩行者の安全性評価分析

発表者 松島 格也 磯部 友彦 上田 健人 大井元揮 田中貴之 磯野 文暁 諸田 恵士 濱本 敬治
所属 京都大学 中部大学 舞鶴市役所 （社）北海道開発技術センター 長崎大学大学院 (株)三菱総合研究所 国土技術政策総合研究所 国土交通省
連名者１ 高木 朗義 原文宏 坂本麻衣子 宮田 亮 大脇 鉄也 村山 次男
連名者２ 倉内 文孝 高野伸栄 西川秀次郎 新倉 淳史 上坂 克己
連名者３ 澤田 基弘 内田 景子
連名者４
論文名 (236)都市鉄道整備と市場コー

ディネーション問題
(254)民間路線バスの全面撤退
に対応した地域住民のモビリティ
確保方策の検討～岡山県美作
市をケーススタディとして

(296)京都市右京区における継
続的なMMの取り組み[A]

(327)Institutional System of
Urban Bus Transport in
Yangon， Myanmar

(348)我が国における交通機関
別の旅客交通需要動向の時系
列分析

(379)欧州の大都市における自
転車走行空間の設計基準とその
運用に関する研究

(403)交差点コンパクト化の影響
に関する実証分析

発表者 江尻 良 竹林 弘晃 東  徹 Hironori Kato 栗田 善吉 鈴木 美緒 佐藤 大士
所属 京都大学 (株)建設技術研究所 (社)システム科学研究所 University of Tokyo (財)運輸調査局 東京工業大学 名古屋工業大学大学院
連名者１ 新田 保次 土居 和博 Nozomi Saito 加藤 一誠 屋井 鉄雄 鈴木 弘司
連名者２ 橋本 高志 Akihiro Inagi 金子 雄一郎 伊藤 太一
連名者３ 永田 盛士 清水 哲夫 藤田 素弘
連名者４ 矢野 晋哉 田邊 勝巳
論文名 (237)連成ゲームの協調均衡解

として見た制度形成過程
(297)カーシェアリング普及のた
めのモビリティマネジメント(MM)
に関する有効性の検討[B]

(349)在来線優等列車の座席予
約状況に基づく旅客需要の分析

(380)自転車利用者の満足度を
用いた自転車走行環境の評価
に関する研究

(404)Traffic Signal Control
Optimization from the Viewpoint
of Emission at Isolated
Intersections

発表者 小川 幸裕 松本 昌二 奥田 大樹 金 利昭 馬 丹鵬
所属 東京大学 長岡技術科学大学 (財)鉄道総合技術研究所 茨城大学 名古屋大学大学院
連名者１ 上田 孝行 柴田 宗典 中村 英樹
連名者２ 田村 一軌
連名者３ 武藤 雅威
連名者４
論文名 (298)買い物モビリティ・マネジメ

ントが地域でのまちづくり活力増
進に及ぼす効果について[A]

(350)幹線鉄道旅客における座
席種別選択行動のモデル化に
関する研究

(405)A REPRESENTATION OF
MOTORBIKE DOMINATED
TRAFFIC USING CELLULAR
AUTOMATA

発表者 鈴木 春菜 柴田 宗典 Hoang Thuy Linh
所属 京都大学 (財)鉄道総合技術研究所 University of Tokyo
連名者１ 藤井 聡 寺部 慎太郎 Miska Marc
連名者２ 内山 久雄 Kuwahara Masao
連名者３
連名者４



第2日目：6月14日(日) 時間帯5  （16:00～17:00）※60分セッション

第1会場（K309） 第2会場（K302） 第3会場（K303） 第4会場（K407） 第5会場（K401） 第6会場（K402） 第7会場（K507） 第8会場（K501）
セッション名 長寿社会を支援する地域福祉交

通計画とは？
避難シミュレーション 「交通まちづくり」に資する「モビ

リティ・マネジメント」
  （※ポスター掲示セッション，
   時間帯4と連続で実施）
 [A]：責任在籍時間（15:20-16:10）
 [B]：責任在籍時間（16:10-17:00）

Transportation planning/policy in
developing countries

都市間ネットワークの計画論 （SS2）自転車道の目標像と整備
戦略

交差点・ラウンドアバウトの安全
と円滑(2)

オーガナイザー・司
会者

北川 博巳（兵庫県立福祉のまち
づくり研究所）

及川 康（群馬大学） 藤井 聡（京都大学） 加藤 浩徳（東京大学） 塚井 誠人（広島大学） 金 利昭（茨城大学） 米山 喜之(長大）
浜岡 秀勝（秋田大学）

論文名 (255)北海道小樽市における高
齢者の交通問題とその利用実態
に関する研究

(273)国民保護法に基づく大規模
避難シミュレーションのシステム
開発

(299)都市構造マネジメントにお
けるコミュニケーション・アプロー
チの可能性―行政担当者のソー
シャル・キャピタルに着目して―
[B]

(328)Motorcyclist to Public
Transport: Driving Force and
Affecting Factors

(351)複数空港地域における航
空旅客の空港選択に関する研
究

(406)ラウンドアバウトの計画と設
計に関する検討

発表者 萩原 亨 藤田 雅久 芝池 綾 IRAWAN Muhammad Zudhy 山下 良久 吉岡 慶祐
所属 北海道大学大学院 金沢大学大学院 岡山大学大学院 Kyusyu University 社会システム(株) 名古屋大学大学院
連名者１ 平澤 匡介 高山 純一 谷口 守 Tomonori　Sumi 井上 真志 中村 英樹
連名者２ 鈴木 勝美 中山 晶一朗 橋本 成仁 早崎 詩生 大口 敬
連名者３ 菅藤 学 牛場 高志 石倉 智樹
連名者４
論文名 (256)認知症高齢者の外出時の

行動特性に関する基礎的研究
(274)中山間地におけるシナリオ
避難行動シミュレーションの開発
と適用に関する－考察

(300)引っ越しＭＭとバス利用促
進ＭＭの相互作用によるバス利
用促進効果分析[A]

(329)Consideration for
Feasibility of Mass Transit
System Development Project
Using Clean Development

(352)都市間旅客の利用可能経
路とその選択に関する研究

(407)ラウンドアバウトの交通運
用

発表者 沼尻 恵子 二神 透 浅見 知秀 福田 敦 木村 裕介 米山 喜之
所属 (財)国土技術研究センター 愛媛大学 筑波大学大学院 日本大学 東北大学大学院 (株) 長大
連名者１ 林  隆史 河口 尚紀 谷口 綾子 福田 トウェンチャイ 奥村 誠
連名者２ 三浦 研 藤井 聡 白川 泰樹 塚井 誠人
連名者３ 石田 東生 サティエンナム・タネート
連名者４
論文名 (257)高齢者の生きがいづくり支

援活動における公共交通改善
の効果 - 茨城県日立市諏訪地
区をケーススタディとして -

(275)リスクコミュニケーション
ツールとしての水害避難行動シ
ミュレータの構築

(301)マルチパートナーシップ型
交通まちづくり活動における主
体間の関係性－枚方市におけ
るMM活動を事例として－[B]

(330)Study on Transit Short-
Range Planning of urban public
in Vientiane Capital (Lao PDR)

(353)低炭素社会に向けた幹線
旅客交通ネットワークにおける
サービス供給に関するシナリオ
分析

(408)試験車両を用いたラウンド
アバウトの走行実験

発表者 山田 稔 柿本 竜治 松浦 洋平 Sengsavath Sidlakone 奥ノ坊 直樹 宗広 一徳
所属 茨城大学 熊本大学 静岡鉄道 立命館大学大学院 東京理科大学大学院 （独）土木研究所 寒地土木研究所
連名者１ 福永 万里香 山田 文彦 松村 暢彦 春名 攻 柴田 宗典 高橋 尚人
連名者２ 原田 翔太 銭学鵬 内山 久雄 葛西 聡
連名者３ 寺部 慎太郎
連名者４
論文名 (258)高齢社会に向けた地域交

通施策の課題整理と今後の展
開

(302)広島MMにおけるコミュニ
ケーション循環の効果[A]

 (354)ＧＡを用いた幹線鉄道網分
析における条件設定の影響に関
する研究

(409)無信号交差点へのラウンド
アバウト導入に関する基礎的分
析

発表者 北川 博巳 岡  英紀  波床 正敏 浜岡 秀勝
所属 兵庫県立福祉のまちづくり研究所 (財)計量計画研究所  大阪産業大学 秋田大学
連名者１ 藤原 章正  中川 大 黒子 絵美
連名者２ 力石 真  
連名者３ 桑野 将司
連名者４ 張  峻屹

1. [趣旨説明」
金  利昭（茨城大学）

2. 「通行方法・交差点処理」
吉田 長裕（大阪市立大学）

3. 「自転車道より自転車レーン」
金  利昭（茨城大学）

4. 「望ましいルールと周知方法・
自動車速度抑制」
元田 良孝（岩手県立大学）

5. 「デザインガイドライン」
山中 英生（徳島大学）

6. 「自転車ネットワークとバリア
フリーネットワーク・まちづくり」
久保田 尚（埼玉大学）

7. 「自転車政策と計画制度」
屋井 鉄雄（東工大）

8. 「質疑・意見交換」


